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JSPからServletへの変換

JSPページに対するリクエストがクライアントからあった場合、まずJSPページはサーブレットに変換
されます。そしてサーブレットがコンパイルされてクラスファイルが作成された後でそのクラスファイ

ルが実⾏されます。

このため、JSPページがいったんサーブレットの形式に変換されたファイルが保存されており、どのよ
うに変換されているのかを⾒ることができます。

次のようなJSPページ(time.jsp)をクライアントからアクセスした場合に、どこにどのようなクラスが
作られるのか確認してみます。

以下のイメージ画像の内容を time.jsp として /va/liv/tomcat9/webapps/libcon/  ディレクトリ内に作成
してください。

そのあと、ブラウザからアクセスして再読み込みするたびに時刻が変わることを確認してください。

time.jspの内容



実⾏確認

http://192.168.56.200:8080/libcon/time.jsp

変換されたServletの場所

JSPページは、リクエストがあった場合にサーブレットに変換されます、と先に述べました。

変換されたサーブレットの位置は「(Tomcatがインストールされたディレクト
リ)」/work/Catalina/localhost/」の中にコンテキスト毎のディレクトリが⽤意されています。

[root@icw31 localhost]# cd /var/lib/tomcat9/work/Catalina/localhost
[root@icw31 localhost]# ls
ROOT  docs  examples  host-manager  libcon  manager
[root@icw31 localhost]#

Windows版でも同じです。

今回はコンテキストが「libcon」なので「timejsp」は「libcon」 ディレクトリの中に含まれます。

また作成されるサーブレットは「org.apache.jsp」パッケージ内に含まれるサーブレットとして作成さ
れるため、実際のファイルは「(Tomcatがインストールされたディレクト
リ)/work/Catalina/localhost/libcon/org/apache/jsp/」内に含まれることになります。

http://192.168.56.200:8080/libcon/time.jsp


[root@icw31 jsp]# cd /var/lib/tomcat9/work/Catalina/localhost/libcon/org/apache/jsp

[root@icw31 jsp]# ls
hello_jsp.class  hello_jsp.java  time_jsp.class  time_jsp.java
[root@icw31 jsp]#
Windows版でも同じです。

今回アクセス先のJSPページが「time.jsp」でしたので作成されたサーブレットは「time_jsp.java」と
なります。

そしてコンパイルされて作成されたクラスファイルが「time_jsp.class」となります。

【演習】

以下の提出課題で「time_jsp.java」の中⾝を⾒てみましょう。⾒るだけです。

細かい内容もあるようですが、JSPページ内で記述されていたHTML部分などは「out.write」などによ
って書き換えられていることが分かります。

このようにJSPページはいったんサーブレットに変換されてから実⾏されているため、初めて呼び出す
場合には若⼲実⾏されるまでに時間がかかることがあります。

【提出】 以下のコマンドを打った結果をコピーして提出してください。

cat time_jsp.java;ip a


